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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 0 7 17 2 6 4 1 2 3 1 0 3 0
2 * 0 3 3 8 1 1 2 4 4 8 0 6 2 1
12 * 0 0 10 21 1 3 2 3 2 5 0 1 1 0
18 * 2 5 1 3 2 3 3 1 2 3 0 2 3 0
23 * 1 1 3 6 4 5 0 3 4 7 0 1 0 0
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 0 2 5 2 3 1 1 3 4 0 1 0 0
22 0 0 0 2 2 0 0 1 1 1 2 1 1 1 0
55 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
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3 9 28 62 12 21 14 14 18 32 3 12 10 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 5 12 1 1 1 2 1 3 2 0 1 0
10 * 0 5 1 5 0 0 2 1 2 3 0 4 0 0
32 * 0 2 5 10 5 6 4 9 10 19 0 1 3 1
34 * 0 2 2 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
51 * 0 0 5 7 0 0 4 1 3 4 0 0 0 0
1 0 1 4 2 3 1 2 2 1 2 3 0 1 0 0
6 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
22 0 2 4 1 3 0 0 3 1 3 4 0 3 0 0
29 0 0 0 0 2 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0
33 0 0 5 2 9 0 0 4 1 5 6 0 0 0 0
15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach: 早川　亮馬 -
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Team / Coach: 天田　英彦
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藤原 卓哉 16 29
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１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.09.27
流通科学大学開始時間 11.00.00

会　　場 近畿大学記念会館

流通科学大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点　３ 勝ち点　１試合ＮＯ 141

77 62

敗チーム

関西大学

男子

戦評
総括、両チームともに1次リーグ最終戦となる1戦であった。関西大学・流通科学大学ともに勝ち点が少ないチーム
であるため、この試合で白星をつけて2次リーグに弾みをつけたい1戦となった。前半は互角に戦うゲーム展開であっ
たが、後半になると流科大が持ち前の爆発力を見せ始めて勢いに乗る。点差は徐々に開いていき、終わってみると
流科大が関西大に15点差を開けて、大事な1戦をものにした。
第1ピリオド、開始早々流科大#12新宅がドライブからシュートを沈めると、関西大#10福澤がスクリーンプレイから技
ありのフローターシュートで取り返す。そこから両チーム3Pシュートやインサイド、バックカットを狙うプレイなどで思い
切りのいいシュートを選択していく。ピリオド終盤、速い展開から流科大＃23龍が冷静にバスケットカウントを決める
が、ここでも関西大#0柴田がミドルシュートで取り返す。21-21同点で第1ピリオド終了。
第2ピリオド、流科大#1藤原が力強いドライブでフリースローをもらい、ゲームが展開されていく。第1ピリオドに引き
続いて激しい攻防となるが、ファウルがたてこむ。残り5分で両チームともファウルトラブルとなってしまう。ピリオド後半
は速攻を織り交ぜた速い展開でゲームが進んでいき、ミスが目立つようになるが、得点を取り合う形となる。流科大#1
藤原がブザービーターを沈め、30-37流科大リードで第2ピリオド終了。
第3ピリオド、流科大が速攻など3連続シュートを決めると、関西大はたまらずタイムアウトをとる。関西大はオフェンス
リバウンドやディフェンスなど堅実なプレイで逆転を試みるが、流科大#12新宅の高い身体能力を活かしたプレイなど
が当たり始める。関西大は勢いに乗った流科大に追いつけず、42-55流科大リードで第3ピリオド終了。
第4ピリオド、関西大#32大山が勢いのあるドライブからシュートで粘り強さを見せる。流科大の勢いは続きじわじわと
点差が広がり、18点差まで点差が開く。ピリオド中盤、関西大#32大山がディフェンスやシュートなどプレイでチームを
引っ張ると、点差を詰め始める。しかし、ここまでに開いた点差は大きく追いつけない。62-77流科大の勝利でゲーム
終了。
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